
CAFOの武藤でございます。

2020年３月期第３四半期決算の概要について説明いたします。
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初めに全体総括です。

売上収益と調整後営業利益が、Q3累計として過去最高となりました。

売上収益は、上期に引き続き全カンパニーがプラス伸長、中でも心臓血管のTIS
およびニューロ事業が二桁伸長し、グループ全体を牽引した結果、6％伸長とな
りました。

調整後営業利益は、グループ全体として売上が順調に推移したことで為替影響
を除くベースで二桁伸長、営業利益は為替影響込みでも二桁伸長を継続してい
ます。昨年度出荷遅延の回復時期との比較ですので、増減率は上期ほど高くあ
りませんが、順調と考えています。

税引前利益は、前年同期と比較して為替差損が縮小したため、14％の増益とな
りました。

為替の影響を除くと売上が9%伸長、営業利益は18%伸長と好調を維持していま
す。
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調整後営業利益の増減分析です。

「売上増による売上総利益の増加」は、出荷遅延の影響も薄まっており、通期ガイダン
スの330億円と比較し、250億円とほぼ計画通りの進捗となりました。

「売上総利益率効果」の60億円は、通期ガイダンスの48億円を上回りました。上期の
金額から変動がありませんが、これは昨年度の出荷遅延明けに、通常以上となった粗
利益率との比較ですので、想定通りの進捗と言えます。今期は心臓血管の事業ミック
ス改善に加え、生産コストダウンが順調に進み、ガイダンスからの上振れに貢献してい
ます。

「価格下落」では、公定価改定の影響は想定通りでした。それ以外の価格下落は想定
より少なく、利益へプラスの効果がありました。

「欧州規制対応費」は、通期ガイダンスの32億円に対し、実績は10億円と進捗が遅く見
えますが、作業は順調に進行しています。Q4にシステム監査が集中していることから
費用支出は増え、またそれ以降も年度支出のレベル感は上がるものとみています。

「一般管理費の増加」は、通期ガイダンスの125億円と比べ、73億円の進捗となりまし
た。上期は、TISの出荷遅延のリカバリー費用やニューロのWEB拡販の体制整備の費
用は出ませんでした。下期においては、出荷遅延のリカバリー費用は元々予定してお
りませんでしたが、WEBの費用や他の一般管理費の支出は計画通り出る見込みです。

「研究開発費」の38億円は、通期ガイダンスの57億円に対し計画通りの進捗です。

「その他の収益費用」の6億円は、主に血液システムカンパニーにおいて、昨年度あっ
た助成金の受け取りが、今年度なくなった為に出た差額です。

「為替の影響」は、上期23億円に対して、64億円と大きく増加しましたので、次のスライ
ドで説明します。
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上期23億円の影響がQ3累計で64億円となり、41億円拡大しました。この内訳を
説明します。

まずフローでは、上期に引き続きユーロ、人民元、新興国通貨に対する円高に
より、このQ3で23億円のマイナス影響が発生しています。

続いてストックですが、12月末日為替レートがスポット的に円安に動いたことで、

棚卸資産の評価額が増加した結果、未実現利益が増加し、収益へのマイナス
影響がありました。また前年度には、同影響がポジティブであったため差異が拡
大し、このQ3で18億円のマイナス影響となりました。

このフローとストックの合計41億円が、為替影響の増加要因となります。
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地域別売上収益です。

日本では、昨年度の心臓血管における出荷遅延の反動も一巡し、安定伸長に
戻っています。ホスピタルと血液は計画通り堅調に推移しました。

海外は、昨年度Q3が出荷遅延直後の反動により特異的に高かったため、今年
度Q3累計の伸長率は上期と比べてマイルドになりましたが、依然、為替を除く
ベースで一桁後半から二桁の伸長を示し、好調を維持しています。
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カンパニー別売上収益です。

心臓血管は、TISとニューロが二桁伸長を維持し、カンパニー全体を牽引しまし
た。また、CV事業も人工肺の売上好調を背景に、下期に入りモメンタムが向上し
ています。

ホスピタルは、アライアンスが二桁伸長を継続、カンパニー全体として堅調を維
持し、計画通りに推移しています。

血液システムは、血液センター向けの成分採血装置の好調が全体を牽引しまし
た。

次のスライドより、カンパニー別に詳しく説明いたします。
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心臓血管カンパニーです。

売上収益は、昨年度Q3が、出荷遅延直後の反動により高かったにも関わらず、
為替を除くベースで二桁伸長を継続しています。

TISは、海外が二桁伸長を継続し、全体を牽引しました。

ニューロは、新製品WEBや血栓吸引カテーテルを中心としたストローク関連製品
がグローバルで牽引し、二桁伸長を継続しています。

CVは、人工肺の売上が好調、全体のモメンタムが向上しています。

血管は、直販移行や買収後の組織再編が着々と進む中、堅調に推移していま
す

利益については、収益性の高いTISやニューロの売上拡大が寄与しました。加え
て、売上好調を背景に、TISにおける出荷遅延のリカバリー費用や、ニューロの
WEBにおける米国立上げ費用などが出なかったことにより、前年同期比18％増
と二桁増益を継続しました。
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ホスピタルカンパニーは、売上・利益ともに計画通りの進捗となりました。

売上収益において、医療器は、為替の影響に加え、海外における一時的な需要
減がみられましたが、足元では回復の兆しも見えており、今後の回復を期待して
います。

医薬品では、疼痛緩和製品や癒着防止材が牽引、アライアンスでは四半期ごと
に受注の上下はあるものの、計画通りの二桁伸長を継続しています。

利益と合わせ、カンパニー全体として計画通りの進捗となりました。
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血液システムカンパニーです。

売上収益は、血液センター向け事業において、成分採血装置Trimaの新しいソフ

トウェアを導入し、成分採取の効率向上を訴求したことが、装置およびディス
ポーザブル製品の売上増につながっています。

アフェレシス治療は、先進国では後継装置切り替えの反動がありましたが、新
興国においては二桁伸長しました。

利益は、為替の影響を大きく受け減益ではありますが、為替影響を除くベースで
堅調に推移しており、概ね計画通りとなっています。
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ここで、下期の見通しについて説明します。

上期の売上収益は計画通りに進捗しましたが、想定していた出荷遅延のリカバリー費用や、
WEBの立ち上げ費用などが出なかった事により、70億円の上振れとなりました。この上期上振
れ分から、通年で50億円へと推移するのですが、下期における計画との差異について説明し
ます。

まず、下期の売上は、薬価公定価改定がある厳しい状況にも関わらず、堅調な進捗になると想
定しています。加えて、価格の自然下落が想定よりも小さく、粗利益を押し上げるとみています。
一般管理費においては、下期は、計画通りに費用の投下をするものと見ています。研究開発
費は上期同様の傾向で、計画通りに使う予定です。為替においては、上期に5億円程度のネガ

ティブな影響がありましたが、下期に入り、ユーロ、人民元、新興国通貨が、一段と円高に振れ
ると想定しており、下期計画以上にネガティブに効きます。これらのプラス・マイナスにより、上
期の70億円の上振れ分が、通期では50億円になるものと考えています。

なお、拡大が続いている新型肺炎に関連して、弊社の状況について概略を説明いたします。販
売面においては、香港や台湾の拠点では1月末より操業を開始しています。中国本土の拠点
については、2月10日に開始予定です。生産面では、杭州工場は既に2月3日より操業を開始し

ていますが、今後も計画通りに進むか注視している状況です。物流会社や税関などを含めた
サプライチェーンにおいては、遅延が起こる可能性があると考えています。従って、一定のネガ
ティブな影響は出るものの、期末の上振れ分50億円を打ち消すほどの規模にはならないと想

定しています。いずれにしても、現状において影響額を定量化することは難しく、業績予想は据
え置くこととしました。
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主なトピックスです。

会社として24年連続でグッドデザイン賞を受賞しました。

事業においては、各カンパニーで現在牽引している、あるいは今後の牽引役と
して期待される製品群に関連する新製品のローンチ、または技術買収のトピック
スが並んでおり、事業拡大のスピードを上げていきたいと考えています。
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来年度にずれ込む製品が幾つかありますが、今のところ概ね想定通りに製品
ローンチが進んでいます。

説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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